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学問的知見の授業への反映についての一考察
「英文法」における事例
Some Notes on Introducing Academic Knowledge into Class 





















ット（見開き）が「現在進行形（ I am doing）」となっており、冒頭部である A 部において、車
を運転中のイラストと共に次の（1）のような例文・説明がされている：
（1）Sarah は車に乗っていて、仕事に行くところです。
       She is driving to work.
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       I’m reading a really good book....
       話をしている時、Steve は電話をしています。本を読んでいるわけではありません。…





























       a. 時間がかかりすぎる。かける時間の割に効率が悪い。実用性が低い場合がある。











































       She is driving to work.
       話し手が話をしている瞬間（現在時）に、彼女は車を運転しています。
（2）Steve は電話で友達と話をしています。
       I’m reading a really good book....
       話をしている時、Steve は電話をしています。本を読んでいるわけではありません。…























22（「 I will と I’m going to」）において、will と be going to の二形式に関し、（7）のような説明
がされている：
（7）a. will（ ’ll）は「…しよう」のように、話している時点で決めたことに用います。
　　　 例：Sue は Erica に提案します：
　　　　　 S: Let’s have a party.
　　　　　 E: That’s a great idea.　We’ll invite lots of people.
　　 b.  （be） going to は「…するつもり」のように、話す以前に話し手が決心していたことに用
います。7）
　　　 例：その後、Erica は Dave に会います：







（8）a. It will rain.




できる場合、（be） going to を用い」るとするが、（7）とは別用法ということになってしまう。















　理論語用論の核は（異論はあり得るが）Paul Grice による implicature（Levinson （1983）参照
のこと）を中心としたものであり、昨今の中核的な理論である関連性理論においても非常に重



















































（11）Mozart was a composer. He wrote more than 600 pieces of music. （× has been... has written）
（　）内はつまり、この場合過去形を用いるべきで、現在完了形を用いた “Morzart has been a 











































2） Murphy （2009）の原書版には初級編や米版等他のバージョンがあり、日本のネット書店 Amazon で「ベ
ストセラー 1 位」の称号に加え、多数のカスタマーレビューがあり、ebook 版が使いづらい等を除くと




























7） 例えば（7a）の「決めた」の主語が、日本語版である Murphy（2009）でははっきりしないが、Murphy 
（2012）においても（7a, b）の対応箇所は不明瞭である：
 　（7）a’. will （ ’ll）: We use will to announce a new decision.
           b’. （be） going to: We use （be） going to when we have already decided to do something.
 （Murphy （2012）より引用。太字・イタはママ）




（7b’）は現在完了形による説明であることから、厳密には「過去においてした判断が（be） going to を
使う際に影響力を持っている」と捉えるべきかもしれない。
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